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自
動
車
関
連
税
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
夏
の
衆
議
院
選
挙
で
、
民
主
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
自
動
車
関
連
税
の
「
暫
定
税
率
廃
止
」
を
主
張
し
、
同
様
に
「
高
速

道
路
の
無
料
化
」
も
掲
げ
、
こ
れ
ら
は
ガ
ソ
リ
ン
の
消
費
を
促
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
、
一
九
九
〇
年
比

で
二
十
五
％
削
減
す
る
と
す
る
鳩
山
前
首
相
の
主
張
と
の
整
合
性
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
今
年
度
の
税
制
改
正
に
お
い
て
も
、

ガ
ソ
リ
ン
税
等
の
自
動
車
関
連
税
の
大
部
分
の
暫
定
税
率
は
実
質
的
に
維
持
さ
れ
、
公
約
は
守
ら
れ
ず
、
国
民
に
対
し
公
約
違

反
と
な
っ
た
。

同
税
の
軽
減
と
簡
素
化
を
求
め
て
き
た
産
業
界
か
ら
は
、
期
待
は
ず
れ
だ
っ
た
と
の
不
満
の
声
が
上
が
り
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
自
公
政
権
時
に
、
道
路
特
定
財
源
を
二
〇
〇
八
年
度
限
り
で
廃
止
し
、
一
般
財
源
に
切
り
替
え
た
こ
と
等
を
踏
襲
し

て
、
財
政
規
律
と
地
球
温
暖
化
防
止
の
両
面
か
ら
幅
広
く
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

今
年
度
の
税
制
改
正
に
お
け
る
暫
定
税
率
に
つ
い
て
、
昨
夏
の
衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
、
事
実

上
守
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
暫
定
税
率
は
、
も
は
や
課
税
根
拠
が
な
く
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
新
た
な
負
担
を
求
め
て
い
る

一



も
の
で
あ
り
、
直
ち
に
廃
止
せ
よ
と
の
声
が
あ
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
よ
っ
て
、
受
益
者
負
担
の
原
則
が
な
く
な
り
、
自
動
車
取
得
税
は
廃
止
す
べ
き
と
の
声

が
あ
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

三
に
関
連
し
、
現
在
、
総
務
省
が
進
め
る
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
と
自
動
車
重
量
税
を
一
本
化
し
、
自
動
車
の
Ｃ
Ｏ
�

排
出
量
と
税
額
を
連
動
さ
せ
る
構
想
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
、
保
有
課
税
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
化
に
よ
り
、

自
動
車
重
量
税
は
除
く
べ
き
と
の
声
が
あ
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

低
公
害
車
や
低
燃
費
車
は
、
低
炭
素
社
会
実
現
に
大
き
く
貢
献
し
、
そ
の
税
負
担
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
延
長
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


